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令和２令和２令和２令和２年度年度年度年度    市民による市政評価市民による市政評価市民による市政評価市民による市政評価    調査結果について調査結果について調査結果について調査結果について（概要版）（概要版）（概要版）（概要版）    企画部総合政策課     
１１１１    市政評価について市政評価について市政評価について市政評価について     大仙市では、市民の皆さんの評価や意見を伺い、今後の市政運営や市民との協働のまちづくりを進めるため、「市民による市政評価」を平成 18年度から継続的に実施してきました。  平成 28年度からは、個別事業に関する評価や意見を調査する「市民による個別事業評価」を実施し、市民目線に立った効率的で効果的な事業実施に努めてきたところです。  個別事業評価については、広く市民の皆さんを対象とする調査と、実際に制度を利用されている皆さんなど、生の声を伺うため特定の層を対象とする調査に区分し、前者を市政評価に組み込み実施しました。     
２２２２    調査の種別調査の種別調査の種別調査の種別    （１）（１）（１）（１）市政評価市政評価市政評価市政評価    第２次大仙市総合計画基本構想に示している体系（「施策の柱」「施策の大綱」）に基づき設定した設問項目（施策）について、「満足度」と「重要度」、「今後さらに推進すべき取り組み」を調査した。また、「あなたが思う大仙市について」として、平成 28 年度から継続して実施してきた「住みやすさ」等の意識調査も行った。 （２）（２）（２）（２）個別事業評価個別事業評価個別事業評価個別事業評価    施策に基づき実施されている事業の認知度、利用度、意識等の把握や個別具体の施策を推進するための市民ニーズや意識を把握するため、次の６テーマについて調査した。 ①分類Ａ：市民全体を対象とする調査    １）成人式について ２）自殺対策啓発事業について ３）花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」について ４）なかせん千本桜プロジェクトについて ②分類Ｂ：制度の利用者など特定の層を対象とする調査      ５）地域子育て支援拠点事業について      ６）結婚・出産・子育てについて     
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３３３３    実施方法実施方法実施方法実施方法      市政評価、個別事業評価とも次の方法により実施した。 （１）手 法： 郵送アンケート（無記名回答）方式 （２）期 間： 令和２年４月 23日～５月 18日（26 日間）  
４４４４    調査対象調査対象調査対象調査対象    （１）（１）（１）（１）市政評価市政評価市政評価市政評価    市内在住で 18 歳以上 85歳未満の方の中から無作為（性別、年齢、地域については考慮）に抽出した市民 1,000 人。 （２）（２）（２）（２）個別事業個別事業個別事業個別事業評価評価評価評価      ①分類Ａ  （１）市政評価と同じ対象者   ②分類Ｂ  ５）地域子育て支援拠点事業について 「子育て支援拠点施設」の対象となる、小学校３年生までのお子さんの中から無作為に 300 人を抽出し、その保護者の方 300 人。  ６）結婚・出産・子育てについて 次のア）～ウ）を合わせた 1,049 人。 ア）市内在住で 18歳以上 49 歳以下の方の中から無作為（性別、年齢、地域については考慮）に抽出した市民 300 人。 イ）「市民による市政評価」で抽出された方の中で、18 歳以上 49 歳以下の方449 人。 ウ）「１）地域子育て支援拠点事業」の対象者 300 人。  
５５５５    回収数・回収率回収数・回収率回収数・回収率回収数・回収率    調査票 送付数 回収数 回収率  市政評価・個別事業評価（分類Ａ） 1,000 人 676 人 67.6％ ※ 個別事業評価（分類Ｂ）「地域子育て支援拠点事業」 300 人 204 人 68.0％  個別事業評価（分類Ｂ）「結婚・出産・子育て」 1,049 人 610 人 58.2％   調査票総送付数 延べ 2,349 人  回収総数 延べ 1,490 人  平均回収率 63.4％ ※       ※ 過去最高                                      
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６６６６    市政市政市政市政評価評価評価評価    調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要        （１）（１）（１）（１）満足度及び重要度満足度及び重要度満足度及び重要度満足度及び重要度についてについてについてについて        〈満足の度合い〉   �満足度の上位項目は｢保健・医療」、｢安全・安心体制」、｢自然・環境衛生｣の順となっており、下位項目は｢空き家対策」、｢商工業」、｢雇用・就労｣の順となっている。  �昨年度と比較すると、全体的に満足度が増加している。施策の効果が浸透してきていると共に、調査票への施策に対する事業等の説明を平成 30 年度からわかりやすく記載したことから、施策の具体性が増したものと考えられる。  �昨年度と比較して満足度の増減の変化が大きかったのは、満足度 3.63 で２位の「安全・安心体制」（前回より 0.19ポイント増）、満足度 3.25 で 17位の「道路・河川」（前回より 0.15ポイント増）、満足度 3.13 で 23位の「行財政運営」（前回より 0.15ポイント増）となっている。 
�昨年度から減少している項目は、７位の「花火産業構想」（前回より 0.04ポイント減）のみとなっている。          

満足度　※ 増減（R2-R1）1111 1 ���� 3.64 3.57 0.072222 6 ���� 3.63 3.44 0.193333 3 ���� 3.59 3.48 0.114444 3 ���� 3.57 3.48 0.095555 5 ffff 3.51 3.47 0.045555 7 ���� 3.51 3.41 0.107777 2 ffff 3.50 3.54 ▲ 0.048888 8 ���� 3.44 3.35 0.099999 10 ���� 3.41 3.33 0.0810101010 11 ���� 3.38 3.27 0.1111111111 12 ���� 3.36 3.26 0.1012121212 12 ���� 3.35 3.26 0.0912121212 9 ffff 3.35 3.34 0.0114141414 14 ���� 3.31 3.25 0.0615151515 16 ���� 3.30 3.18 0.1216161616 14 ffff 3.29 3.25 0.0417171717 22 ���� 3.25 3.10 0.1518181818 20 ���� 3.24 3.12 0.1219191919 17 ���� 3.23 3.16 0.0720202020 21 ���� 3.22 3.11 0.1121212121 18 ���� 3.21 3.15 0.0622222222 19 ���� 3.19 3.13 0.0623232323 24 ���� 3.13 2.98 0.1524242424 23 ffff 3.11 3.06 0.0525252525 26 ���� 3.01 2.92 0.0926262626 25 ���� 3.00 2.93 0.0727272727 27 ���� 2.93 2.84 0.0928282828 28 ���� 2.91 2.83 0.0829292929 29 ���� 2.88 2.82 0.06

順位 項  目R2R2R2R2 R1 スポーツ自然・環境衛生安全・安心体制保健・医療 R2R2R2R2 R1
上・下水道子育て

空き家対策
地域活性化
花火産業構想地域情報化学校教育社会保障社会福祉生涯学習芸術・文化地域間・国際交流住環境観光道路・河川
移住・定住市街地出会い・結婚雇用・就労商工業
市民協働男女共同参画農林水産業公共交通行財政運営 ※満足度の矢印の説明上昇 � 前年比＋0.15以上やや上昇 � 前年比＋0.05以上＋0.15未満横ばい f 前年比-0.05より大きく+0.05未満やや下降 � 前年比-0.05以下-0.15未満下降 � 前年比-0.15以下
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  〈重要の度合い〉   �重要度の上位項目は、「保健・医療」、「子育て」、「安全・安心体制」の順となっており、下位項目は「地域間・国際交流」、「スポーツ」、「芸術・文化」の順となっている。  �昨年度と比較すると、全体的に重要度が増加しており、増減の変化が大きかったのは、重要度 4.20 で８位の｢農林水産業｣（前回より 0.18ポイント増）となっている。  �昨年度から減少している項目は、22位の「観光」（前回より 0.11ポイント減）、25位の「花火産業構想」（前回より 0.06ポイント減）のみとなっている。 
 

 

 

  

重要度　※ 増減（R2-R1）1111 1 ffff 4.40 4.38 0.022222 2 ffff 4.38 4.35 0.033333 4 ���� 4.32 4.26 0.064444 3 ffff 4.29 4.27 0.025555 5 ffff 4.25 4.25 0.006666 7 ���� 4.23 4.10 0.137777 6 ���� 4.22 4.13 0.098888 11 ���� 4.20 4.02 0.189999 10 ���� 4.17 4.03 0.1410101010 8 ���� 4.14 4.04 0.1011111111 8 ���� 4.12 4.04 0.0811111111 11 ���� 4.12 4.02 0.1013131313 11 ���� 4.07 4.02 0.0514141414 14 ���� 3.97 3.88 0.0915151515 16 ���� 3.94 3.83 0.1116161616 19 ���� 3.82 3.73 0.0916161616 17 ���� 3.82 3.74 0.0816161616 17 ���� 3.82 3.74 0.0819191919 20 ���� 3.80 3.72 0.0820202020 23 ���� 3.77 3.69 0.0820202020 21 ���� 3.77 3.71 0.0622222222 15 ���� 3.75 3.86 ▲ 0.1123232323 24 ���� 3.74 3.66 0.0824242424 25 ���� 3.66 3.59 0.0725252525 22 ���� 3.64 3.70 ▲ 0.0626262626 26 ���� 3.60 3.53 0.0727272727 28 ���� 3.59 3.51 0.0828282828 27 ffff 3.52 3.52 0.0029292929 29 ���� 3.42 3.34 0.08

学校教育

R1順位 項  目R2R2R2R2 R1 R2R2R2R2

地域間・国際交流花火産業構想
行財政運営空き家対策出会い・結婚地域情報化地域活性化市街地住環境生涯学習観光移住・定住男女共同参画

保健・医療

市民協働芸術・文化スポーツ

公共交通
子育て安全・安心体制雇用・就労社会福祉社会保障道路・河川農林水産業商工業上・下水道自然・環境衛生

※重要度の矢印の説明上昇 � 前年比＋0.15以上やや上昇 � 前年比＋0.05以上＋0.15未満横ばい f 前年比-0.05より大きく+0.05未満やや下降 � 前年比-0.05以下-0.15未満下降 � 前年比-0.15以下
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 〈要望が高い施策〉   �相対的に見て、要望度が高い施策（重要度は高いが満足度は低い）は「雇用・就労」、「商工業」となっている。 
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（２）（２）（２）（２）今後、さらに推進すべき取り組み今後、さらに推進すべき取り組み今後、さらに推進すべき取り組み今後、さらに推進すべき取り組みについてについてについてについて    今後さらに推進すべき取り組みとして、各分野で回答数が多い上位３項目は次のとおり。 分 野 順位 取り組み内容 回答数 産業分野産業分野産業分野産業分野    1 2 3 農業の担い手確保、育成 雇用・就労への支援 若者の起業支援    443 412 310 出会い・結婚・子育て分野出会い・結婚・子育て分野出会い・結婚・子育て分野出会い・結婚・子育て分野        1 2 3    子育てに関わる経済的負担の軽減 妊娠、出産、育児を応援する環境づくり 子育て支援サービスの充実 378 365 340 健康福祉・スポーツ分野健康福祉・スポーツ分野健康福祉・スポーツ分野健康福祉・スポーツ分野    1 2 3 介護サービス基盤等の整備 地域医療体制の整備 からだの健康づくりの推進 324 317 304 環境・安全分野環境・安全分野環境・安全分野環境・安全分野    1 2 3    除排雪体制の充実 空き家の管理と利活用の推進 交通安全、防犯体制の強化 369 299 283 都市基盤分野都市基盤分野都市基盤分野都市基盤分野    1 2 3    生活道路の整備 地域や生活の実情に即した公共交通の整備 主要道路網・幹線道路の整備促進 366 256 252 教育・交流分野教育・交流分野教育・交流分野教育・交流分野    1 2 3    生きる力を育む学校教育の推進 学校と地域の交流・連携 学校施設の整備 376 273 253 地域活性化・市民との協働・地域活性化・市民との協働・地域活性化・市民との協働・地域活性化・市民との協働・行政運営分野行政運営分野行政運営分野行政運営分野    1 2 3    若者が活躍できる環境づくり 小規模集落・高齢化集落への支援 移住・定住への支援 402 286 236 （３）（３）（３）（３）あなたが思う大仙市にあなたが思う大仙市にあなたが思う大仙市にあなたが思う大仙市についてついてついてついて    〈大仙市は住みやすいか〉    

�「住みやすい」または「どちらかといえば住みやすい」と回答した方の割合を合わせると、87.1％で、９割近くを占めている。（昨年度の 82.0％より 5.1ポイント増）  
  

住みやすい
32.1%どちらかといえば住みやすい

55.0%

どちらかといえば住みにくい
10.2%

住みにくい
2.7%

全体 n=664

87.1％ 
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〈大仙市に住み続けたいか〉 
�｢今の場所に住み続けたい｣と回答した方の割合は 75.2％で、７割以上を占めている。 （昨年度の 71.8％より 3.4ポイント増） 

 

 

 

 

 

 

                                              〈１０年後、大仙市を市外の知人に紹介する場合、どのようなまちとして紹介していたいか（単一回答）〉 

�「花火のまち」と回答した方が突出して最も多く 33.6％となっている。次いで「四季折々の豊かな自然があるまち」が17.2％、「犯罪や自然災害の少ない安全なまち」が 11.6％となっている。     33.6%

17.2%

11.6%

9.0%

7.4%

5.4%

4.4%

2.5%

2.1%

2.0%

2.0%

1.1%

1.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

花火のまち四季折々の豊かな自然があるまち犯罪や自然災害の少ない安全なまち高齢者が健康で楽しく暮らせるまち子どもが楽しく安全に暮らしているまち美味しいお酒や食べ物があるまち地域の人々の絆があるまちみんなが地域のために活動しているまち観光客や移住者を快く受け入れるまち面白いお祭りやイベントがあるまち教育が充実し学力水準が高いまち文化や歴史の豊かなまちその他 全体 n=610

今の場所に住み続けたい
75.2%

市内の別の場所へ移りたい
13.3%

市外に移りたい
8.1%

住み続けたいが、移らざるを得ない
3.4%

全体 n=655
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７７７７    個別事業個別事業個別事業個別事業評価評価評価評価    調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要        （１）（１）（１）（１）    成人式成人式成人式成人式についてについてについてについて    調査目的：民法の一部改正により、令和４年４月１日から成人の対象年齢が２０歳から１８歳に引き下げられるため、成人式の対象年齢や開催時期などについて調査し、令和４年度以降の成人式に向けての参考とする。 〈〈〈〈令和４年度以降、成人式を行う対象年齢としてどの年代が望ましいと思いますか令和４年度以降、成人式を行う対象年齢としてどの年代が望ましいと思いますか令和４年度以降、成人式を行う対象年齢としてどの年代が望ましいと思いますか令和４年度以降、成人式を行う対象年齢としてどの年代が望ましいと思いますか。。。。〉〉〉〉     �「年度内に 21歳に達する人（20～21 歳）」と回答した方が 60.9％で最も多く、次いで「年度内に 20歳に達する人（19～20 歳）」が 28.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）（２）（２）（２）    自殺対策啓発事業自殺対策啓発事業自殺対策啓発事業自殺対策啓発事業についてについてについてについて    調査目的：市の自殺対策やこころの健康に関する取り組みについて調査し、今後、効果的に自殺対策啓発事業を展開していくための参考とする。 〈〈〈〈市で行っている自殺対策やこころの健康に関する取り組みを知っていますか市で行っている自殺対策やこころの健康に関する取り組みを知っていますか市で行っている自殺対策やこころの健康に関する取り組みを知っていますか市で行っている自殺対策やこころの健康に関する取り組みを知っていますか。。。。〉〉〉〉     �全ての項目で「知らない」の方の割合が大きくなっている。 

�項目別で見ると、「知っている」と回答した方の割合は「広報による自殺予防特集」で最も高い 45.8％となっており、次いで「保健師による健康相談」が 33.5％となっている。それ以外の項目では全て７割以上が「知らない」と回答している。 

 

 

 

年度内に21歳に達する人（20～21歳）
60.9%

年度内に20歳に達する人（19～20歳）
28.8%

年度内に19歳に達する人（18～19歳）
6.1%

年度内に18歳に達する人（17～18歳）
4.2%

全体 n=640



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）（３）（３）（３）    花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」についてについてについてについて    調査目的：花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」の利用状況等を調査し、今後の施設運営の参考とする。 〈〈〈〈３・４階の「花火資料館エリア」をご覧になるために「はなび・アム」を訪れたことは３・４階の「花火資料館エリア」をご覧になるために「はなび・アム」を訪れたことは３・４階の「花火資料館エリア」をご覧になるために「はなび・アム」を訪れたことは３・４階の「花火資料館エリア」をご覧になるために「はなび・アム」を訪れたことはありますかありますかありますかありますか。また、訪れたことがある場合は、何回来館されましたか。。また、訪れたことがある場合は、何回来館されましたか。。また、訪れたことがある場合は、何回来館されましたか。。また、訪れたことがある場合は、何回来館されましたか。〉〉〉〉     �「行ったことがない」と回答した方が 70.2％で最も多く、７割以上を占めている。 
�行ったことがあると回答した方の中で最も多かったのは「1 回行ったことがある」の 17.4％で、行ったことがあると回答した方の中では６割近くを占めている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1回行ったことがある
17.4%

2～4回行ったことがある
10.0%

5回以上行ったことがある
2.4%

行ったことがない
70.2% 全体 n=499

45.8%

27.0%

33.5%

21.9%

14.6%

16.4%

21.6%

19.7%

10.4%

27.8%

20.8%

54.2%

73.0%

66.5%

78.1%

85.4%

83.6%

78.4%

80.3%

89.6%

72.2%

79.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１１） 広報による自殺予防特集 n=613

１０） ＦＭはなびによる放送 n=604

９） 保健師による健康相談 n=603

８） いのちの総合相談会 n=603

７） 思春期こころの健康講演会 n=596

６） こころの健康講演会出前講座 n=599

５） こころほっとセミナー n=596

４） ほっとスペース n=600

３） こころの体温計 n=598

２） 自殺予防街頭キャンペーン n=609

１） メンタルヘルスサポーター養成講座 n=607

知っている 知らない



10 

 

（４）（４）（４）（４）    なかせん千本桜プロジェクトなかせん千本桜プロジェクトなかせん千本桜プロジェクトなかせん千本桜プロジェクトについてについてについてについて    調査目的：なかせん千本桜プロジェクトの認知度や地域の桜や桜まつりについて調査し、今後、効果的に観光ＰＲ事業を展開していくための参考とする。 〈〈〈〈「なかせん千本桜プロジェクト」を知っていましたか。「なかせん千本桜プロジェクト」を知っていましたか。「なかせん千本桜プロジェクト」を知っていましたか。「なかせん千本桜プロジェクト」を知っていましたか。〉〉〉〉     �「知らなかった」と回答した方が 74.4％で最も多く、７割以上を占めている。 

�「知っていた」と回答した方は 9.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）（５）（５）（５）    地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業についてについてについてについて    調査目的：子育て支援拠点施設の利用状況等について調査し、今後の施設運営や子育て支援事業を推進していくための参考とする。 〈〈〈〈市の「子育て支援拠点施設」を知っていましたか。市の「子育て支援拠点施設」を知っていましたか。市の「子育て支援拠点施設」を知っていましたか。市の「子育て支援拠点施設」を知っていましたか。〉〉〉〉     �「知っていた（利用したことがある）」または「知っていた（利用したことがない）」と回答した方の割合を合わせると85.7％で、８割以上が知っていたと回答している。 
�「知っていた（利用したことがある）」と回答した方は 48.0％で、約半数が実際に利用したことがあると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っていた（利用したことがある）
48.0%

知っていた（利用したことがない）
37.7%

知らなかった
14.2%

全体 n=204

知っていた
9.3% 聞いたことはある

16.3%知らなかった
74.4% 全体 n=646
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（６）（６）（６）（６）    結婚・出産・子育て結婚・出産・子育て結婚・出産・子育て結婚・出産・子育てについてについてについてについて    調査目的：平成２７年度に行った結婚・出産・子育てに関する意識の追跡調査を行い、第２期総合戦略の推進や、子育て等支援制度の設計、見直しをするための参考とする。 〈〈〈〈結婚に関する支援策として、どのような取り組みが重要だと思いますか。結婚に関する支援策として、どのような取り組みが重要だと思いますか。結婚に関する支援策として、どのような取り組みが重要だと思いますか。結婚に関する支援策として、どのような取り組みが重要だと思いますか。（３つまで）（３つまで）（３つまで）（３つまで）〉〉〉〉    
�「安定した雇用の確保」と回答した方が 63.2％で最も多く、次いで「住宅取得や賃貸、リフォームへの経済的支援」が 40.5％、「結婚祝金の支給」が 31.6％となった。                           〈出産・子育て支援において、どのような取り組みが重要だと思いますか。〈出産・子育て支援において、どのような取り組みが重要だと思いますか。〈出産・子育て支援において、どのような取り組みが重要だと思いますか。〈出産・子育て支援において、どのような取り組みが重要だと思いますか。（３つまで）（３つまで）（３つまで）（３つまで）〉〉〉〉    
�「子育て世帯に対する経済的支援（医療費の無料化や保育料の軽減化、現金給付、奨学金制度等）」と回答した方が 63.0％で最も多く、次いで「育児休業の取得や労働時間の短縮、職場の理解促進など、職場環境の充実による仕事と家庭生活や子育てが両立しやすい環境づくり」が 34.8％、「保育園、放課後児童クラブなどの施設整備・内容の充実」が 29.8％となった。     

3.7%

4.2%

5.3%

11.1%

12.6%

13.2%

15.8%

19.5%

20.0%

20.5%

31.6%

40.5%

63.2%

0% 20% 40% 60% 80%

その他交際術やマナーなどを学ぶ講座結婚を奨励するようなＰＲ男女共働参画や女性活躍の促進結婚相談窓口（仲立ち）結婚は個人の問題であるため、支援は必要ない奨学金の返還助成の充実男性の家事や育児への参加を促すＰＲ婚活イベントなどによる出会いの場の提供地域や職場の理解の促進に向けたＰＲ結婚祝金の支給住宅取得や賃貸、リフォームへの経済的支援安定した雇用の確保

全体 n=190
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0.8%

1.6%

2.4%

3.4%

4.2%

4.3%

5.5%

7.3%

8.5%

9.1%

9.5%

15.6%

20.2%

22.9%

25.5%

26.9%

29.8%

34.8%

63.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他男女共働参画や女性活躍の促進３世代など多世代同居の促進地域公共交通の充実など利便性の高い生活環境の整備子育てに関する身近な相談や親同士が交流できる場の充実妊娠・出産に関する情報提供・相談体制の充実子育てに対する地域の理解や支援体制の充実子育てしやすい住宅の供給・支援不妊治療などへの支援男性の家事や育児への参加の促進子どもの教育環境の充実一時預かり、夜間保育など、多様な保育の充実屋内や屋外で安心して子どもを遊ばせることができる場の充実小児医療・保健体制の充実出産一時金（祝い金）など出産時の経済的支援安定した雇用機会の提供保育園、放課後児童クラブなどの施設整備・内容の充実育児休業の取得や労働時間の短縮、職場の理解促進など、職場環境の充実による仕事と家庭生活や子育てが両立しやすい環境づくり子育て世帯に対する経済的支援（医療費の無料化や保育料の軽減化、現金給付、奨学金制度等）

全体 n=506


